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教  科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

 
使用教科書 物理基礎（第一学習社） 

 
副教材など セミナー物理基礎（第一学習社） 

           

１ 担当者からのメッセージ（学習方法など） 
      

 

授業・実験では課題に対して、自ら考え、班の人と共同で考え考察する活動も行っていきます。 

疑問に思ったことに対し、結果を予想し、解決の道筋を立て、検証していく。そんな活動を行います。 

問題集用のノートを用意すること。 

問題集の問題は途中式を省かず丁寧に自分で解いてみる。問題集の解説を参考に途中式や考え方があっているか答え合わ

せをする。自分自身のつまずきを知り、授業の解説等を聞き、理解を深めていく。 

授業ごとに、演習プリントを配布します。その日のうちに取り組み、理解を深めてください。 

小テスト等も随時行っていきます。 

問題集用ノートや課題プリントは定期的に提出してもらいます。繰り返し取り組む姿勢を持ってください。 

           

２ 学習の到達目標 
        

 

物理学が日常生活や社会とどのように関連しているかを知り，物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高める。目的意

識をもって観察・実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を身につける。物理学の基本的な概念や原理・法則を理

解し，科学的な見方や考え方を身につける。 

           

３ 学習評価（評価基準と評価方法） 
       

 
観
点 

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：観察・実験の技能 ｄ：知識・理解 

 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心

をもち，意欲的にそれら

を探究しようとするとと

もに，科学的態度を身に

付けている。 

自然の事物・現象の中に問

題を見出し，探究する過程

を通して，事物を科学的に

考察し，導き出した考えを

的確に表現している。 

観察，実験を行い，基本操作

を習得するとともにそれら

の過程や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・現象を

科学的に探究する技能を身

に付けている。 

自然の事物・現象について，

基本的な概念や原理・法則を

理解し，知識を身に付けてい

る。 

 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察等 

問題集 

ノートの記述 

小テスト 

学習状況の観察等 

問題集 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察等 

実験・レポートの記述 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察等 

問題集 

ノートの記述 

探究活動の記録と発表 

定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それ

ぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

           



学習の活動 

学

期 

単

元

名 

学習内容 

おもな評価 

の観点 単元(題材)の評価基準 評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１
学
期 

力

と

運

動 

速度 

 

加速度 

 

落下運動 

 

いろいろな力 

 

力の合成分解 

 

運動の３法則 

 

運動方程式 

 

抵抗力を受ける

力 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

ａ．物体の運動を表すにはどのような方法があるか，科学的に理解する意欲

をもって学習に取り組む。 変位・速度・加速度の関係について，科学的に理

解する意欲をもって学習に取り組む。 物体が落下するときのようすなどに関

心をもち，それらの現象を物理的に考えようとする。力がはたらくときの物

体に及ぼす影響について関心をもち，力のはたらきを物理的にとらえようと

する。 物体が異なる方向に複数の力を受けるとき，それらの力のはたらきに

ついて，物理的に考えようとする。物体の運動に興味を示し，その法則性を

理解しようとする。 運動方程式の利用法を意欲的に習得しようとする。 摩

擦力などの抵抗力の性質を理解しようとする。 

ｂ．物体の運動を表す変位や速度を，その公式からとらえ，考えることがで

きる。 等加速度直線運動の加速度を，その公式からとらえ，考えることがで

きる。 連続写真などから，落下する物体の加速度を考えることができる。重

力，摩擦力，弾性力など，さまざまな力の特徴をとらえ，どのように力がお

よぼされるかを考えることができる。 物体にはたらく力を，ベクトルで合成，

分解することができる。 物体の運動状態から，はたらく力を考えることがで

きる。実験データを分析しながら，力と加速度の関係，質量と加速度の関係

について理解する。 物体にはたらく力を求め，物体ごとに運動方程式を考え

る。 物体の運動状態から，摩擦力などの大きさを考える。 おもりをつるし

た糸の引き方によって，おもりの慣性について調べる。 

ｃ. 一定の距離を走ったときの時間を測定することで，平均の速さを計算で

きることを確認する。 速度と時間の関係から加速度を求め，自動車の各瞬間

における加速度を調べる。 自由落下する物体の運動を解析し，それが等加速

度直線運動であることを確認する。 水平投射の鉛直方向の運動が自由落下と

同じになることを確認する。複数のばねはかりを用いて，物体に異なる方向

の力を加えたとき，はたらく力に平行四辺形の法則が成り立つことを確認す

る。 ばねはかりを用いて，空気中と水中とでおもりの重さを測定し，浮力の

大きさについて考察する。 

ｄ．物体の運動に関する基本的な公式を理解する。 速度の合成や，相対速度

の公式を理解する。 加速度に関する基本的な公式を理解する。 落下する物

体の運動は，鉛直下向きの加速度をもつ等加速度運動であることを理解する。

さまざまな力の特徴を理解し，空間を隔ててはたらく力についても理解する。

質量と重さの違いを理解し，重力，弾性力を計算する。 力の合成・分解，つ

りあいを理解する。 作用・反作用とつりあう２力との違いを理解する。。物

体のはたらく力を求め，運動方程式を立てることができる。 摩擦力の大きさ

を計算で求められる。 

 

 

 

 

学習状況、 

問題集 

実験レポート 

小テスト 

定期考査 



2 

学

期 

エ

ネ

ル

ギ

Ⅰ 

仕事と仕事率 

 

運動エネルギー 

位置エネルギー 

力学的エネルギ

ー 

熱と温度 

 

エネルギーの変

換と保存 

 

気体の圧力と熱

運動 

 

エネルギーの変

換と保存 

 

気体の圧力と熱

運動 

 

波の表し方とそ

の要素 

 

波の重ね合せ 

 

波の干渉反射屈

折回折 

 

音の伝わり方 

 

物体の振動 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

ａ．｢仕事｣に関心をもち，仕事を物理量として考えようとする。 運動エネル

ギーと位置エネルギーについて，どのような関係があるか関心をもつ。 摩擦

力などの保存力以外の力が物体に仕事をしたとき，力学的エネルギーがどの

ようになるか，物理的にとらえようとする。日常よく使われる｢温度｣に関心

をもち，温度と熱との関係を物理的に考える。 熱や仕事の関係について関心

をもつ。横波，縦波など波の基本的な性質に関心をもち，それぞれの波の伝

わり方の違いを考える。 波と波が重なるようすなどに関心をもち，波の自由

端，固定端での各反射について意欲的に理解しようとする。 

ｂ.仕事の原理を理解する。基準点と物体の位置エネルギーの関係を理解す

る。 物体がされる仕事と運動エネルギーの変化の式から，力学的エネルギー

保存の法則を導くことができる。温度の異なる物体が接すると熱が移動する

こと，熱の移動に関することを考えることができる。 物質の三態と熱運動と

の関係を考え，潜熱の存在を理解する。 ジュールの実験より，熱がエネルギ

ーの一形態であることを理解する。波は媒質の振動が移動する現象であるこ

とを学習する。 横波，縦波を学習し，特徴をイメージすることができる。波

の反射を学習し，固定端と自由端についての違いを理解する。弦の振動や気

柱の共鳴を学習し，音が強めあう振動数や，弦や気柱の長さなどを求める。 

ｃ. 力と移動距離の関係を実験を通して確認し，道具を用いた場合でも，仕

事の量は変わらないことを理解する。 弾性力による位置エネルギーが重力に

よる位置エネルギーに変換するとき，エネルギーが保存されることを確認す

る。物質や質量によって温まり方が異なることを，実験を通して理解する。 外

部と熱のやり取りがないとき，熱量の保存から物質の比熱を測定することを

理解する。波の伝わり方を，実験から物質の移動ではなく，媒質の振動が移

動することを理解する。 定常波の実験から，波の重ねあわせ，定常波の振幅

と腹と節の関係などを理解する。うなりのようすを観察し，音の大小が繰り

返されることを理解する。 弦の振動から，振動数と弦の長さ，弦を伝わる波

の速さとの関係を理解する。 気柱の共鳴から，振動数と，共鳴する位置の関

係を理解する。 

ｄ．仕事の求め方，道具を使用しても仕事の量は変化しないことを理解する。 

仕事率が単位時間で行う仕事量であることを理解する。 物体のもつ運動エネ

ルギーと物体にする仕事との関係を理解する。外部と熱のやり取りがないと

き，熱量は保存されることを理解する。 熱膨張の割合を計算することができ

る。 熱力学の第1法則より，物体の内部エネルギーの変化と，物体が外部か

ら受ける熱，仕事との関係を理解する。横波，縦波の違いを理解し，縦波の

横波表示ができる。 波の重ねあわせと独立性について理解する。音の重ねあ

わせから，うなりの現象を理解する。共鳴管が共鳴するしくみを理解し，共

振，共鳴の公式を利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況、 

問題集 

実験レポート 

小テスト 

定期考査 



３

学

期 

電

気 

静電気 

 

電流と抵抗 

 

電気エネルギー 

 

磁場 

 

モーターと発電

機 

 

交流と電磁波 

 

太陽エネルギー

と化石燃料 

 

原子エネルギー 

 

物理学が拓く世

界 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

ａ．日常生活と密着な関わりをもつ電気に関心をもち，電源と抵抗などの 

接続に興味を示す。太陽エネルギーの移り変わりから，太陽エネルギーの 

変換に興味を示す。 原子力とその利用を通して，原子核によるエネルギ 

ーの発生に興味を示す。 

ｂ．静電気の現象や電流に着目し，電気のはたらきや電荷の流れを理解す 

る。モーターや発電機を学習し，電流と磁場の関係を理解する。 オシロ 

スコープの写真から，直流と交流の性質の違いを理解する。 電磁波の種 

類を学習する。太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギ 

ーの循環を理解する。 原子核によるエネルギーの発生について理解する。 

自動車エンジンの基本的な原理を学習し，推進力を得るしくみを理解す 

る。 

ｃ. 摩擦電気を発生させ，電荷の移動について理解する。 ジュール熱を

利用してケーキを焼き，電流によって熱が発生することを理解する。クリ

ップモーターを製作し，電流が磁場から受ける力を考える。放射線測定で

放射線量を測定し，自然界においても放射線が存在することを確認する。

気体がする仕事の観察を通して，エンジンのしくみを理解する。 

ｄ．電気量の保存，電流のしくみなどを理解する。電流がつくる磁場につ

いて理解する。 直流と交流の違い，交流の有用性(変圧など)を理解する。 

電磁波の発生と種類を理解する。太陽エネルギーの利用について理解す

る。 原子核から発生するエネルギーについて理解する。自動車の技術開

発に触れ，物理学が果たしている役割を理解する。 

 

学習状況、 

問題集 

実験レポート 

小テスト 

定期考査 

 

＊ 表中の観点について      a：関心・意欲・態度    b：思考・判断・表現 

                c：観察・実験の技能    d：知識・理解 

＊ 原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の各項目 

において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


